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臨時第１回キャビネット会議 委員長報告書 
 

     委員会名  指導力育成委員会       
委員長   Ｌ吉澤 隆志         

 
報告事項（又は審議事項） 
 
１ 定例委員会開催に関する報告 
  第２回キャビネット会議以後に次の委員会を開催した。 
  第３回委員会 10 月 26 日（金）15 時 30 分～17 時 30 分 於：キャビネット会議室 
  第４回委員会 12 月３日（月）15 時 30 分～17 時 30 分 於：キャビネット会議室 
  第５回委員会 12 月 21 日（金）15 時 30 分～17 時 30 分 於：キャビネット会議室 
 
２ 審議結果の報告 

刊行物の作成に関する事項 
メンバーズマニュアルの改定版の印刷が完了し、１2 月 19 日にキャビネット事務局へ納品さ

れた。ロバート議事規則案が４頁分追加されている。なお、全クラブへの有料配布をしたい。 
 
セミナー開催に関する事項 
・ 次期三役セミナーの開催時期を６月中旬に予定する。 
・ 指導力育成セミナーを開催する。時期を２～３月に予定し、場所については都内３箇所を

予定し、趣旨徹底をはかりたい。                                 

その事前準備のために各クラブに対しアンケートを実施した。回答回収状況は次の通り。        

総発送数 ２０５クラブ    回答数 ９６クラブ（回答率４７％） 
・ 指導力育成セミナーについては、詳細決定次第、全クラブに参加を呼びかけるので、各リ

ジョン、ゾーンにおいてはご協力をお願いしたい。 
 

 各リジョン、ゾーンにおいては、上記各項目に関して、各クラブ会員への周知徹底をお願いしたい。 
 
以上を報告します。 
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告（又は審議事項） 

 
                        委員会名 会員増強委員会 
                    委員長名  曽根原良仁 

 
  報告事項（又は審議事項） 
  

１． 会員増強マニュアル配布等について 
    各クラブ３部の配布をし、クラブに会員増強委員会を設置して

もらい、女性メンバーに副委員長に就任してもらう事がキャビ

ネット会議で承認された。配布にあたり、書面を付けて各クラ

ブへ送る。 
 
２． 会員増強月間の対応について 
    ０８年１月から２月を地区の会員増強月間とする。臨時第１回

キャビネット会議で上記１を含めてＰＲしてもらう。よってマ

ニュアルを各クラブ会長宛３部送付する。当日はＲＣ・ＺＣへ

配布する。また、ゾーンの会員増減調査のお願いを検討する。 
 
３． 複合主催の前期新入会員歓迎会の対応について 
    ０８年３月１１日午後６時３０分から午後８時３０分を予定。

場所は京王プラザホテル、会費は１万。１月１２日の複合の会

議で詳細が決まる。名刺交換会や意義あるゲーム等を行なう。 
 
４． チーム２０Ｋ・ＤＧメンター山浦晟暉Ｌより 

５％増えても８％が退会し、差し引き３％減が実情であるので、

実質増えるよう従来にない方法で努力を、家族会員での配偶

者・親子や、世代に合わせたクラブ運営等と新しい時代に合う

よう変えて行きたい。 
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ハンディーキャップ(視力障害者)コンサートについて 
 

 
ライオンズクラブ国際協会 330-Ａ地区 

ガバナー Ｌ飯田 善彦 

第 54 回年次大会委員会 

委員長  Ｌ鳥海  隆 

会員増強委員会 

委員長  Ｌ曽根原良仁 

ＬＣＩＦ・ＣＳＦ-Ⅱ特別委員会 

委員長 Ｌ姉川 啓一 

社会福祉委員会 

委員長 Ｌ木島 庄市 

 

 

 

ガバナー基本方針に基づき、第 54回年次大会、記念アクティビティとして、 

視力障害者の障害者による、障害者の為のコンサート開催について、以下の要 

領の通り実施する。 

 

 

記 

 

開 催 日  平成 20年 4月 15 日(火) 

開 催 時 間  午後 5時開場、午後 6時開演、終演午後 8時 30 分 

開 催 場 所  日比谷公会堂 

入 場 料  ￥5,000.- 

参加要請人数  各クラブ 10名以上(例会振替要請) 

招 待 者 数  約 600 名(障害者及び関係者) 

出 演 者  ハンディキャップ・ミュージシャン多数 

        進行ホロー・ミュージシャン・山本コータローグループ 

 

 

 

当、奉仕活動の成功は、こぞって役職の関係役員、リゾンチェアパーソン、ゾー

ンチェアパーソン、各委員会の一致協力と、特に各クラブ会長のご理解とお力添

えを願い、コンサート参加メンバーのメークアップのご承認を得る事がかかせま

せん。したがって、今期役職者の総力と団結による年次大会アクティビティとし

て、共有する感動で締めくくりたい。    
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告 

      委員会名  ＩＴ委員会     
                    委員長   Ｌ 藤 村 貞 夫  
         
報告事項 
 
１．クラブ及び会員情報の管理 

会員情報の「サバンナ」システムへ入力については、各クラブのご協力に感謝申し上げます。未

だ少数のクラブが完全ではありませんが、引き続き入力をお願いしていきます。 

 
２．クラブインデックスページの作成 

現在２０５クラブ中、ホームページが何も無いと思われるクラブは７８クラブなので、キャ

ビネット側でクラブの最低限の事項が記載されたページ（クラブ表紙ページ）を７８クラブ

分試作しましたことは、第 2 回会議で報告済みです。その後、委員会で検討の結果、デザイ

ンなどはあまり凝らないで、実用的にしたほうが良い（プリントしての利用も考えて）との

意見も出て、ほぼスペックも固まりましたので、全クラブ分の制作発注を入札に掛けること

になりました。（1 月中に入札予定、完成 2 月末予定） 
 

←この部分は、投稿写真をレイアウトします。 

 
 
３．クラブホームページ作成セミナー 
前述のクラブ表紙ページ以外にクラブホームページを作成していないクラブに対し、実際に作

成する実務セミナーを開催します。ホームページをお持ちでないクラブは、必ずご担当のメンバ

ー（事務局が担当の場合は、事務局員も可）1 名の出席をお願いします。（別途、通達でお知ら

せ済み） 
２００８年２月１５日（金） １３：００～１７：００ キャビネット会議室 

             以上、 
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告書（又は審議事項） 

 
 委員会名    社会福祉委員会        

 
委員長名   木島 庄市          

 
報告事項（又は審議事項） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

12 月 5 日 社会福祉委員会が開催され、11 月 19 日第 2 回キャビネット会議に 
提出した案件について木島委員長から以下のような報告がなされた。記、①主要駅 

多目的・だれでもトイレマップ、震災時初期手引 4 カ国作成、②障害者雇用手引書 
掲載の２件について協議時間が多くとれず、同会議では当委員会の活動の方向性を 

各委員会に確認して 2 案件についての協力を要請。活発な意見が出ず了承されたと 

捉えて活動を進めていくことになったとの報告がされた。 
 また、委員会では①の作成について連携している NPO からラフデザインと見積が 

出来上がってきたので、第 2 回キャビネット会議の方向性に沿って協議した。 
内容は、マップ・震災心得について３３０－A の HP に掲載し、各クラブが自由に 

ダウンロード（データの取り込み）できるようにし、印刷物については各クラブが 

費用負担して、活動地域の交流のある団体等に配布する。そして継続的なアクティ 
ビティーに育てていくために配布先の詳細情報を把握して、次年度以降データ更新 

するときに必要な「街での評判」を集める情報の流れの必要性が話し合われた。 
 この中で、11 月 27 日の日経新聞 39 面に東京工業大学留学センターがアジア５ｹ 

国防災マニュアルを作成しているとの記事が紹介され、後日担当の武井直紀教授に 
面会し今後、調査、実施、研究について連携していく方向で概ね合意した。 

 ②については、引き続き各委員が障害者雇用についての情報を収集することに 

なった。行政単位で雇用条件等、差異の有無について調査するためであり、サンプ 
ルが出揃い、専門家に文章等確認後、ライオン誌への掲載という流れについて 

意見交換がなされた。 
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委員会名 ライオンズカード推進委員会

委員長名 Ｌ　芦田　公

報告事項（又は審議事項）

1 ライオンズクラブカード（個人・法人）のカード会社からの

還元金は，全額各クラブに加入者数に応じて分配すること

を提案致します。

但し，国際会議のロイヤルティー10％を差引いた額とする。

振込み実行期間は毎年3月末日とする。

入金を受けた各クラブはカード基金として事業費に算入し，海の

森基金として貯える事を希望する。

2 330-Ａ地区全体のアクティビティーとして「海の森」海上

公園の造園　協働奉仕活動を実行する事を提案いたします。

海の森：平成19年2月に東京都は「海の森」と称し海上公園造成

計画を告示致しました。

東京湾　中央防波堤内側に位置し約88ha（27万坪）の

規模です。

都は，この全てを奉仕団体・学校及び企業などの募金

及び協働奉仕に委ねて20年で概成する計画です。

臨時第1回キャビネット会議委員報告書（又は審議事項）
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                            2008 年 1 月吉日 
ライオンズクラブ国際協会 330-A 地区 

各クラブ会長・幹事様 
                           ライオンズクラブ国際協会 

                                                    330-A 地区 
                              ガバナー L 飯田 善彦 
                             環境保全委員会 
                             委員長  L 風間  昭 

第 4 回 環境リーダー養成講座参加のご案内 
ライオンズクラブは環境のパイオニアとして 

“瀕死の地球に奉仕を” 
 

記 

1. 開催日時  2008 年 3 月 11 日（火）    受付  午後 1 時より 1 時 30 分まで 

                       講演  午後 1 時 30 分より午後 5 時まで 

2, 開催場所  国立オリンピック記念青少年総合センター    国際交流棟 1 階 国際会議室 

                TEL:03-3467-7201 

3. 登録料   3,000 円 (受講者には、修了証・環境リーダー認定証を後日発行します) 

4. 講 演   第 1 部  東京都が進める 「緑化政策」について 

               講  師  東京都環境局自然環境部 

                               緑施策推進担当者   

第 2 部  『美しい地球を子供たちに』 
  講  師  国連 NGO（特別協議資格認証団体） 

       NPO法人 ネットワーク『地球村』  

                  代表 高木 善之 

 講演内容  地球温暖化やオゾン層破壊などの地球環境から、 

       ゴミ問題、環境ホルモンなど身近かな問題まで、 

       わかりやすく講演していただきます。 

       美しい地球を子供たちに残す為に私たちに何が 

       できるのか、一緒に考えてみませんか。 

5, 申込み  別紙申込用紙に記入の上、キャビネット事務局宛に FAX またはメールにてお申込下さい。 

6. 締 切  2 月 29 日（金） 
                                    以上 
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第 4 回 環境リーダー養成講座 

参加申込書 
 
2008 年 3 月 11 日(火) 開催 
330-Ａ地区 環境保全委員会主催 『第 4 回環境リーダー養成講座』への参加

を申し込みます。（第 1 回〜第 3 回、ステップアップセミナー参加のメンバー又 
        メンバー夫人等、積極的にご参加下さい。） 

 

第   Ｒ    第   Ｚ 

東京               ＬＣ 

 
Ｌ名 クラブ役職 キャビネット役職 

Ｌ   

Ｌ   

Ｌ   

Ｌ   

Ｌ   

Ｌ   

 
 
＊申込書に記入の上、キャビネット事務局宛ＦＡＸ又はメールにてお申込下さい。 

ＭＡＩＬ：cab@lions330-a.org 
ＦＡＸ：０３－５３３０－３３７０ 

＊締切 2 月 29 日（金） 
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告事項（又は審議事項） 

 
委員会名 献眼・献腎・骨髄移植委員会 

 
委員長名 水  上  良  文 

 
１．３３０－A 地区献眼・献腎・骨髄移植委員会主催のアイバンク協会認定サ

ポーター養成講座の開催 
日時 ２００７年１１月９日 午後１時～４時３０分 
会場 憲政記念館 
第１部 講座内容 角膜移植について 

講師   金井 淳 先生 
順天堂大学医学部名誉教授 
日本アイバンク協会常務理事 

第２部 講座内容 そして義眼とアイバンク  
講師   厚沢 弘陳 先生 
     （株）アツザワ・プロテーゼ代表取締役 
     米国、義眼師協会会員 
     東京関東ライオンズクラブ元会長、ライオン歴４７年 
     （財）日本アイバンク協会賛助会員 

  参加者 ６４人 
 
２．３３０複合地区ガバナー協議会主催の献血・骨髄移植研修会の開催 
  日時 ２００７年１１月１５日 午後２時から４時３０分 
  会場 骨髄移植推進財団「特別会議室」 

第１部 研修内容 献血の現状と今後の課題 
講師   溝口 秀昭様 
     埼玉県赤十字血液センター所長 

第２部 研修内容 骨随バンクの現状と今後の課題 
講師   骨髄移植財団 広報部長 

第３部 元患者さん、ドナーさんを囲んでパネルデスカッション 
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臨時第１回キャビネット会議提出案件 

役職名 献眼・献腎・骨髄移植委員会 
  委員長Ｌ  水  上  良  文   

   
１．協議事項 
  献眼活動の重要性を啓発し、献眼登録をするようライオンズクラブ全メン

バーに対し、呼びかけをお願いします 
（説明）今年は献眼による角膜移植手術５０周年及び、角膜移植に関する法律

制定５０周年を迎え、日本アイバンク協会と全国のアイバンクは、関係者の協

力を集めて「愛の献眼５０周年 献眼推進特別活動」として社会の各方面に呼

びかけ、献眼及びアイバンクの事業への理解を深めると共に、献眼者の大幅な

増加を目指しています。 
ライオンズクラブ国際協会３３０－A 地区としても、積極的に協力したいので、

キャビネット会議、リジョン・チャーパーソン会議、ゾーン・チャーパーソン

会議にお諮り、ライオンズクラブメンバーの協力をお願いします。 
 
２．協議事項 

献眼・献腎・骨髄移植委員会の事業費を行うための予算を、確保してくだ

さい。 
（説明）   
３３０－C 地区の献眼・献腎・骨髄移植委員会の事業費予算については、

笛吹ライオンズクラブの委員のお話ですと多額の予算がありまして、セミナー

開催の費用に２８万円が使用できるとのことです。 
３３０－A 地区においても、事業を行うための必用な予算を確保して下さ

るよう、キャビネット会議で協議して下さい。 
 
３．協議事項 
  献眼・献腎・骨髄移植委員会委員の任命については、半数は再任、半数は

新任とされるよう配慮願いたい。 
 
（説明） 
献眼・献腎・骨髄移植委員会の事業については、知識や経験を必用とする分野

が多く、経験のない委員だけでは、円滑な事業活動は難しいです。次期キャビ

ネット役員の任命に当たっては、配慮願いたく、キャビネット会議で協議願い

たい。 
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告書(又は審議事項) 

 

委員会名  国際協調委員会  

委員長名   L 高麗伸三   

 

報告事項(又は審議事項) 

 

 今期 飯田ガバナーの国際協調委員会に対する基本方針は、諸外国のライオンズクラブと

の提携関係、友好関係の推進、また、国際会長等の来訪に関して複合地区運営委員会と連

携の上、協力態勢を確立してほしいとの主旨でありました。 

 

① 今期すでに４回の委員会を開催しておりますが、当初、海外クラブとの提携、友好に

ついての各クラブにアンケートを問うべきか否かで意見が分かれ、結局、前期希望の

あった８クラブに今期その意志があるか否かの再確認をすることにしました。 

  その結果、意思ありと答えたクラブが３クラブ、残りの５クラブは否定でした。現在

３クラブについては、海外クラブの申込みその他進行中であります。 

 

  そこで国内の姉妹提携について、これも前期希望のあった１０クラブについて各メン

バーが１クラブを担当し、その結果を待って(１月中)進行するか否かを決めます。 

 

  要は、アンケートをとってもそれを実現するのには、双方のクラブの規模、年数、平

均年齢、男女の構成等がある程度合わないことには、なかなか難しいのが現状であり

ます。 

 

② 過日、２００７年１２月２２日(土) 今期の国際会長マヘンドラ・アマラスリヤ氏の

来訪があり(330.331.332.333…東日本地域)、パレスホテルへの参加人数は限定されて

いましたが、当委員会から６名参加しました。 
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臨時キャビネット会議 委員長報告（又は審議事項） 
            委員会名 ＹＥ委員会            

                 委員長   Ｌ島田益吉             
報告事項（又は審議事項）                           
  １．定例委員会の開催                                    

     ２００７年 １２月１５日(第４回)                                 

                                        
  ２．複合地区ガバナー協議会ＹＥ委員会                                    

     ２００７年１２月１４日（第３回）（準地区と合同委員会）                               

                                        
  ３．開催行事                                    

    ① 2007~2008 年度ＹＥ派遣生 (春・夏期)                                 

      派遣候補生選考会（１２名）(１２月１５日)                
    ② 2007~2008 年度冬期来日生 東京ディズニーランド１日見学と東京浜松                                    

      町ライオンズクラブ例会参加(１２月１９日)                            

    ③ YE 来日生を囲む会 玉鳳寺（L 村山正己宅）（１２月２９日）      
                                        
  ４．活動状況                                    

        ① 各地区 YE 計画についてのアンケート【集計】                                                                                  
             ・2007~2008 年度の YE 計画について（回収率４１，９％）                                                                
                 ◎参加する １１クラブ  ◎検討する ８クラブ                                                                 
    ② 冊子の配布                                  

       ・2006~2007 年度３３０－A 地区 YE 派遣生『帰国報告会』          

       ・2007~2008 年度３３０－A 地区 『各クラブ YE 委員長会』             
      の報告書を作成し、各クラブに配布させていただきました                               

    ③ 来日生の状況                                  

      冬期 １５名 Ａ地区→６名                                

        メキシコ １名（Ｍ）07 年 12 月 14 日～08 年 1 月 12 日          
        シンガポール ２名（Ｍ・Ｆ）07 年 12 月 12 日～12 月 26 日                              

        マレーシア ３名（Ｆ）07 年 12 月 16 日～08 年 1 月 6 日                               

                                            

      来日生は、事故もなく帰国しました。                               

      ホスト家庭とホストクラブには、大変お忙しい所ありがとうございまし                                 

      た。これからも、YE 活動にご支援をお願いいたします。                                                                          
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臨時キャビネット会議 委員長報告（又は審議事項） 
            委員会名 ＹＥ委員会            

                 委員長   Ｌ島田益吉             
                                        
      「第４回 青少年英語スピーチコンテスト」について                                 

                                             

 YE 委員会では、諸先輩ライオンズメンバーが、苦労し、努力しました（東京都知事

賞の依頼）青少年英語スピーチコンテストを開催させていただきたく思います。              

 国際化が進む中、自らの意見を英語で発表する機会にチャレンジすることは、大変

有意義なことと思いますし、国境を超えたボランティアにも繋がることと存じます。 
つきましては、メンバーをはじめ、一般の方々にも幅広くご推薦ならびにご参加のご

協力をお願い申しあげます。                               

                                        
 ☆ 日 時 ２００８年５月中旬                          
 ☆ 会 場 未定                                   

 ☆ 出場者 高校生・大学生 約１５名(先着順・定員になり次第締切)                                    

 ☆ 参加者（聴衆者）１５０名位                                    

 ☆ 審査員 未定                             
 ☆ 審査基準 １.日頃考えていること・意見などを 英語で積極的に発表する意欲                                 

        ２.日常生活で英語をより身近なものにするための取り組み方                                

        ３.流暢であるか否かは問わない                 
 ☆ テーマ 1.「最近のニュースに思う事」                       
       2.「私の趣味」                             
       3.「ボランティアを考える」                                

       4.「私の夢」                                

      以上の中から、自由に選んでいただきます。                                 

      時間は、５～６分を予定                                 

 ☆ 賞 状 東京都知事賞（予定）・ガバナー賞 ほか多数                                     

 ☆ 予 算 ３０万～５０万円(第３回は５０万円)                                      

 ☆ 会 費 無料                                       

 ☆ 主 催 ライオンズクラブ国際協会３３０－A 地区                                      

 ☆ 後 援 （予定）東京都 心の東京革命推進協議会（青少年育成協会）                                       

       （予定）ライオンズクラブ国際協会３３０複合地区 YE 委員会                                
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告書（又は審議事項） 

 

委員会名  中 間法 人連 携委 員会  

委員長名  池  田  和  司    

 

【審 議事 項】 

  キャビネットの一般会計（２００６～２００７年度）の貸借対照表・財産目録

の欄に「出資金３,０００,０００円」との記載が２ヶ所あるが、これは誤記で

あり、正しくは「貸付金３,０００,０００円」であるから、訂正すべきである。 

【 理   由 】 

  (１)、中間法人３３０－Ａ地区支援会が、平成１７年２月に設立された。 

法律の規定により設立時に基金の拠出として出資金が必要であった。 

その為、支援会の経理処理として、金３００万円を当時のガバナー山浦、

幹事村木、会計杉浦の三氏が１人１００万円ずつ出資したことにし、そ

の金はキャビネットから借りてまかなった。 

よって支援会の扱いは、キャビネットではなく、三氏が出資者となって

いる。 

その実体は、キャビネットが三氏に各１００万円（計３００万円）貸し

たものであるから、キャビネット側も３００万円を貸した形にすること

が、両者の整合性上必要なことである。 

  (２)、当委員会は、充分な審理を重ねた結果、全員一致の決定により、上記審

議事項としてキャビネット会議に提案する。 
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００～０１三宅島支援物資協賛金の報告書 

 

事後処理特別委員会 

 

開催日 ； ２００７年１０月１９日（金）１５：３０～１７：３０ 

場 所 ； キャビネット事務局 

出席者 ； 副地区ガバナー        石井征二Ｌ 

キャビネット副幹事      小斎太郎Ｌ 

      事後処理特別委員会 委 員 長 Ｌ脇村孝友、 

副委員長 Ｌ鈴木定光、Ｌ加藤凱正 

委  員 Ｌ宮本慶文、Ｌ小泉重光、 

三宅島支援物資協賛金の支出の項目にチャリティー観劇とあるが、主催者は何処か判らないの

で、当時のキャビネット幹事の大石 誠Ｌに会い、聞くことにする。 

東京秋葉原ＬＣの島 和豊Ｌに三宅島支援について概略をお聞きした。 

その後、東京秋葉原ＬＣの会報「あきはばら」を送って頂き読ませて頂いた。 

「ふるさと」再生事業計画書も同封して頂き、読ませて頂いた。 

 

会談日 ； ２００７年１０月２５日（木）１５：００～１６：１５ 

場 所 ； 三笠会館 本店 

出席者 ； 元キャビネット幹事 大石 誠Ｌ 

事後処理特別委員会 委員長 Ｌ脇村孝友 

チャリティー観劇は、キャビネット主催で行い、チャリティー観劇会特別会計の収支報告書が

ある。その剰余金は、第４７回年次大会記念のアクティビティ費用としている。 

 

開催日 ； ２００７年１１月１６日（金）１５：３０～１８：００ 

場 所 ； キャビネット事務局 

出席者 ； 地区ガバナー         飯田善彦Ｌ 

キャビネット副幹事      小斎太郎Ｌ 

      事後処理特別委員会 委 員 長 Ｌ脇村孝友、 

副委員長 Ｌ鈴木定光、Ｌ加藤凱正 

委  員 Ｌ宮本慶文、Ｌ小泉重光、Ｌ新井 衛。 

再度、三宅島支援物資協賛金と第４７回年次大会記念チャリティー観劇会特別会計を調査した。

元キャビネット幹事の大石 誠Ｌから言われたように、会計処理は適正に処理がなされていた。 

 

 

事後処理特別委員会の見解 

「キャビネット主導で行った三宅島支援物資協賛金」と「東京三宅島ＬＣの親クラブの東京秋葉

原ＬＣの三宅島支援」とは相互性は全く無く、どちらも独自の協賛金で独自の支援をしている。 

収支報告書も明確で、問題はない。 
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３３０－Ａ地区渦去７年間のYE委員会の推移(Ⅱ

慶後処理特月

2８

年～年 ガバナー
前年度より
繰越金

協賛金

収入

その他
の収入

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

補助金
収入合計 支出合計

次年度へ

繰越金
残金 備考

2000～２００１ 小坂哲郵 1,586,584 7,727,729 1,278,651 ０ 10,592,964 8,709,366 1,883,598

2001～２００２ 中野了 1,883,598 5,959,366 1,863,570 0 9,706,534 8,805,602 900,932

2002～２００３ 今井三和 900,932 5,382,000 251,025 ０ 6,533,957 4,725,248 1,808,709 ０

2003～２００４ 中島洋吉 1,808’709 5,220,000 411,587 ０ 7,440,296 7,386,331 ０
53,965 |次期の
一般会計へ

2004～２００５ 山浦晟暉 ０ 4,743,000 464,034 0 5,207,034 4,493,788 713,246 0

2005～２００６ 中村保彦 713,249 4,797,000 267,819 0 5,778,068 4,594,602 1,183,466 0

2006～２００７ 森山勇 1,183,466 2,938,100 207,978 134,335 4,463,879 4,463β79 ０ ０
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事後処理特別委員会中間報告 

 

事後処理特別委員会 

 

今期７月より計６回の委員会を開催し、あらゆる機会をとらえて元委員長・多数のライオンズメン

バーにお越し頂き、調査を進めて参りました。今期半期を過ぎた現時点で中間報告として次の提案

をしたいと存じます。今後の方向性を含め、よろしくご検討の程お願い申し上げます。 

 

次の３点を基本原則とします。 

１．公私混同について 

各アクティビティの責任者（委員長・実行委員長等）は、協賛金等の預り金を公金として認

識し、その使途については恣意を排除し、且つそのことが明解に伝わるよう説明する責任を

負うべきである。 

 

２．節度について 

アクティビティを伴って開催されるセレモニー・委員会等々の実費の内、メンバーの飲食に

ついては自己負担を原則とする。 

 

３．本委員会を含め今後の公式調査については、次の点が重要だと考える。 

即ち、調査する者も説明義務を負う者もライオンズマンとしての誇りを共有する者であって、

互いに誠実に対処することが核心である。 

特に、しかるべき地位にあったものは、退任後も説明責任を果たすべきである。 

経理上のミス或は各アクティビティの結果としての成否について、責任を追及する事は適当

ではない。 

 

上記の原則を踏まえて、今後作成するルールを次の通り中間提案します。 

 

①．特定の委員会名で得た協賛金は、他の目的に使用してはならない。 

例：特定委員会名で得た協賛金を他の委員会に転用した例があるが、協賛金を拠出した各メン

バー・団体等に許可を得なかった事に問題が残った。 

 

②．委員会のアクティビティ後、協賛金に剰余金が生じた場合は、協賛したメンバー・クラブ・団

体等に返還することなく、期末に「愛の泉緊急災害援助資金」に移管をする。 

③．協賛金は、アクティビティに使用するものであって、メンバーの飲食には使用しない。 

会議費（飲食を伴う）等も参加者から会費を徴収し、その会費を会議費等に当てる。 

セレモニー費用等も飲食を伴うものは、その飲食費に相当する会費を徴収する。 

例：植樹名目で得た協賛金４０万円余をセレモニーの費用として使用した例があるが、こうし

たことが事後の問題にならないため、飲食に相当する金員は出席した各会員から徴収する

事が相当ではないか。 
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④．地区会費で徴収した金銭は、地区を運営する費用であり、その中からアクティビティの費用に

運用は出来ない。 

キャビネット支出の委員会活動費（活動費か？アクティビティ費か？）の内容を詳細で明確（全

て領収書を添付）にすること。 

 

⑤．２期にわたり、記念写真撮影送付費が予算立て（キャビネット会議で承認済みであるが？）さ

れて、前々期に１,５９８,５００円。前期に９５０,０００円に支出がされている。 

地区会費から、記念写真撮影送付費なるものを支出するのは、今後は改めるべきであろうと思

う。 

 

⑥．各委員会の金銭は、キャビネット会計が管理をする。 

委員会の担当者は、詳細で明確（全て領収書を添付）な請求書を作り、キャビネット会計に請

求をする。 

｛書類及び金銭の引渡しは、「引渡し書」・「引受け書」を担当者とキャビネット会計の双方で交

わし、一部ずつ保管（７年間）をし、もう一部はキャビネット事務局で保管をする。｝ 

 

⑦．期末・期首時の書類及び金銭等々の引渡しは、「引渡し書」・「引受け書」を新旧の担当者（キ

ャビネット幹事・会計）双方で交わし、一部ずつ保管（７年間）をし、もう一部はキャビネッ

ト事務局で保管をする。 

 

⑧．後期への書類及び金銭の引渡しは、８月末まで行うものとする。 

ＹＥ委員会の書類及び金銭の引渡しについては、委員会活動の終了後２ヶ月以内とする。 

 

⑨．「引渡し書」・「引受け書」の標準書類の作成が必要である。 

 

 

活発なご意見をして頂くよう期待しております。 

尚、事後処理特別委員会へのご意見は、事務処理の都合上、書面にてお願い申し上げます。 

 

 

上記の内容を踏まえて、政策・会則・長期計画委員会にお願いし、委員会で付議して頂き、次期か

ら施行できるルール作りをお願い致します。 
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臨時第１回キャビネット会議委員長報告書（又は審議事項） 

 
 委員会名   緊急対策委員会         

 
委員長名   梶原 正和           

 
報告事項（又は審議事項） 

 

東京消防庁認定『第６回上級救命技能講習会』 

     2008 年 3 月 25 日、330-A 地区において第 6 回上級救命技能講習会を実施いたします。 
        身近な人が突然の事故や急病になった時、講習会を受講して救命技能を修得していれば 
    救急車が到着するまでのもっとも重要な 5 分間の処置ができ、傷病者の救命率を高める 
    と言われています。 
    過去、5 回の講習会が実施され、認定者更新期は 3 年です。 
    下記要領で新規並びに更新の講習会を開催致します。是非、「認定書」の取得に多数の 
    ライオンの皆様にご参加いただきたくご案内申し上げます。 
    ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------      

    1、実施日：新規の方 2008 年 3 月 25 日（火）午前 8 時 45 分集合～午後５時終了 
          更新の方 2008 年 3 月 25 日（火）午後 1 時 30 分集合～午後５時終了 
      ◎講習内容は作業が中心で新規、更新は異なる内容です。 
      *ご注意 

       当日、遅刻または早退されますと認定書の発行が出来なくなります。 

       新規の方の更新の方は、集合時間が異なりますので、お間違えのないよう 

       ご留意下さい。 

      ●認定書の期限の切れている方は、新規の取扱になります。     
       
    2、場所：麹町消防署 地下１階  TEL：０３-３２６４-０１１９ 
     
    3、認定書：東京消防庁総監発行認定書  認定期間３年で更新 
  
    4、申込締切：2008 年１月 31 日（木） 手続の関係で厳守です。 
      （先着 60 名様） 
 
    5、参加費用：新規者 教材費 2,600 円、緊急キット 2,500 円  合計 5,100 円 
           更新者 教材費 1,600 円、緊急キット 2,500 円  合計 4,100 円 
 
     ◎教材は応急手当用品などで当日使用いたします。 
     ●参加費は当日受付にて申し受けます。＊食事は用意しておりません。 
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